
 

「プログラミング技術」 
単位数 ２単位 

学科・学年 情報電子科・第２学年 

 

１ 学習の到達目標等 

 
２ 学習計画 

学
期 

学 習 内 容 月 学 習 の ね ら い 考
査 

１
学
期 

１プログラム開発 

(1)ｼｽﾃﾑ開発とﾌﾟﾛｸﾞ ﾗ ﾑ開発 

(2)文書化 

(3)プログラム開発環境など 

２プログラミング技法Ⅰ 

(1)Ｃの基本的な知識 

(2)入出力など 

４ ・コンピュータシステムの概要と、システム開発

のおおまかな流れと、関連する文書の種類およ

び文書化の意味とその重要性を理解する。 

・ＯＳの機能を理解し、コンパイラ言語で実行可

能プログラムを作成する手順を理解する。 

・Ｃ言語の算術式の表現方法および流れ図を理解

し、構造化プログラミングについて理解する。 

中
間 ５ 

６ 
期
末 ７ 

２
学
期 

(3)配列と文字列 

(4)ポインタ 

３ プログラミング技法Ⅱ 

(1)関数の概念 

(2)関数の基本 

(3)プリプロセッサなど 

(4)変数の有効範囲と記憶域クラス 

４ 応用的プログラム 

(1)表引き 

８ 
・２重ループで入れ子になるようにプログラムを

作れるようにする。 

・配列の利点やポインタがメモリ上のアドレスを

扱う型であることを理解する。 

・関数の概念とＣにおける関数の意味を理解す

る。 

・デバックを行う方法や構造化プログラミングの

必要性を理解する。 

・テーブルの概念と具体的な利用例（順次探索・
２等分探索）を説明し、その原理を理解する 

中
間 

９ 

10 

11 
期
末 

12 

３
学
期 

(2)過去演習問題 

(3)情報技術検定 1級受検 

(4)構造体 

(5)ファイルとレコード 

(6)ファイルのアクセス方法など 

１ ・ファイルアクセスの方法やファイルの更新につ

いて理解する。 

・情報技術検定１級の過去の問題を実際に解き、
実力を試す。理解不足の分野を復習し、情報技術
検定１級を受検する。 

学
年
末 

２ 

３ 

 

３ 評価規準及び評価方法 

⑴ 評価規準 

  知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

評 
価 
規 
準 

・様々なプログラミング手 
 法を実際の問題解決に活 
 用できるか。 
・システム開発におけるプ 
 ログラミング技術の意義 
 や役割を理解している 
 か。 
・Ｃ言語の基本を理解して 
 いるか。 

・諸問題を解決するために自 

 ら思考を深め、創意工夫 

 し、適切なプログラミング 

 ができる能力を身に付け 

 ているか。 

・標準的な書式でプログラム 

 をコーディングすること 

 ができるか。 

・プログラミング技術につい 

 て興味を持ち、技術の習得 

 に意欲的に取り組んでいる 

 るか。 

 

 

 

 

 

 

学習の到達目標 

 情報技術の進展はめざましく、産業界の技術革新、日常生活でのインタ

ーネット利用、ネットワーク技術でもプログラムの習得は大切である。多

数あるプログラミング言語の中からＣ言語に関する基礎的な知識と技術を

習得し、実際に活用する能力と態度を身に付ける。 

使用教科書・副教材等 プログラミング技術(実教出版）・１級情報技術検定試験標準問題集(全校協) 


